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Al2O3-SiC複合原料を高温酸化雰囲気で焼成

することにより、ムライトバルク体の作製
条件を検討し、Al2O3-SiO2から作製したムラ

イトバルク体との比較評価を行った。

SiO2は加熱時及び冷却時のα⇔β転移、石英

からクリストバライトへの転移など大きな体
積変化を伴う。

SiO2を耐火物成分とする珪石煉瓦等は製造に
際して注意を要するため、SiCをSiO2源とし

て使用できないか。
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Al2O3とSiCの粒径の適正化と低圧成形を行うこ
とで、Al2O3-SiCからムライトバルク体の作製は

可能といえる。

Al2O3-SiO2から作製したムライトバルク体と特性

的には大きな差異は無いが、焼成時の収縮が小
さいことが特徴である。

表2 SiCとSiO2の比較

※1650℃×5h大気焼成

表1 SiCの粒径と成形圧の異なる焼結体の断面

SiCが残存しない

ムライトの生成を
確認。
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